
2020 年度正野賞の受賞者決まる 

 

受賞者：梅澤 拓 (国立環境研究所） 

研究業績：メタン等の長寿命大気微量気体の動態解明に関する観測的研究 

選定理由：地球温暖化や大気汚染等の予測精度向上には、大気微量成分の輸送

や放出・消滅過程を定量的に明らかにする必要がある．そのためには、濃度観

測に加えて、関連する気体や、同位体の精密な測定が不可欠である．大気微量

気体のうち、メタンは二酸化炭素に次いで重要な温室効果気体である．その大

気中の濃度は 2000年前後に一旦増加が停止したが、2007年以降は再び著しく

増加した．それらの要因の解明に世界的な関心が寄せられ、精力的に研究され

ている． 

 梅澤拓氏は、早くからメタン等大気微量気体成分の同位体比測定や航空機観

測の重要性に着目して研究を行ってきた．特に独自の同位体比測定手法を開発

し、観測的研究を中心に多くの成果を挙げ、また、国内外の様々な航空機観測

プロジェクトに参画し、メタンだけでなくそれ以外の微量気体の動態解明につ

いても先駆的業績を挙げてきた． 

 まず、東北大学において世界最高レベルの精度で大気メタンの安定炭素・水

素同位体比を測定する手法を開発した[業績 1]．この装置を東北大学の参加した

アラスカ航空機キャンペーン観測[業績 2]、日本航空の旅客機を利用した

CONTRAILプロジェクト[業績3]等で利用することで、メタン同位体比解析が、

メタン放出源の理解に有効であることを示した．中でも、航空機観測データと

大気化学輸送モデルを組み合わせることで、北西太平洋上空から日本上空にか

けて夏季に出現する高濃度メタンが、南アジアや東アジアからの微生物起源放

出の影響を強く受けていることを見いだした研究[業績 3]や、世界最大の湿地で

ある西シベリア低地においてメタンの化石燃料漏出と湿地放出の寄与が季節的

に大きく変動することを明らかにした研究[業績 4]は特筆すべき成果である． 

 世界の複数の機関でメタン同位体観測が実施されているが、データの統合利

用が進んでいない状況から、梅澤氏の呼びかけで、メタンの安定炭素・水素同

位体比スケールの研究グループ間の系統的差異について明らかにした[業績 5] ．

この研究によって、技術的な課題が共有されたことで新たに相互比較計画が組

織され、研究コミュニティの将来の方向性を与えるきっかけとなったことは大

きな貢献であるといえる． 

 梅澤氏は、20年来標準的であった液体窒素を冷媒とするメタンの安定炭素同

位体比測定システムを見直し、冷凍機を用いた大気メタン濃縮を行う革新的な

システムを開発した[業績 6] ．本研究は、アジア域での観測拡大を視野に、よ

り効率的な分析の実現の期待に応えるものとなっている． 

さらに日本上空の 20年以上にわたるメタン濃度の長期データ解析から、対

流圏各層におけるメタン変動を明らかにした[業績 7] ．梅澤氏によって作成さ

れたこの長期解析データセットは航空機観測による世界最長のレコードとして、



WMO温室効果ガス世界資料センターを通して、大気化学輸送モデルの解析に、

世界中で広く利用されている． 

 メタン以外では、自然起源のオゾン破壊物質である塩化メチルに注目し、対

流圏内における塩化メチルの３次元分布を初めて統合的に解析し，熱帯に集中

する放出源と、対流圏内の子午面輸送によって形成される特徴的な緯度分布を

明らかにした[業績 8] ．北半球中高緯度の成層圏最下部における塩化メチルと

一酸化二窒素の鉛直分布と季節変動を明らかにし、熱帯空気塊のトレーサーと

しての塩化メチルの有用性を提案し、成層圏における塩化メチルの寿命を推定

した[業績 9] ．本研究は、オゾン層の将来予測に資する特筆すべき成果である ． 

 この他、インド・デリー上空の二酸化炭素の鉛直分布解析から、北インドで

は人為排出、植生交換に加えて、集約農業が重要である事を示し、東アジアの

炭素循環へのあらたな知見をもたらした [業績 10] ．さらにアジア太平洋域に

おける二酸化炭素の解析からモンスーン循環と二酸化炭素変動の関連を解明し

[業績 11]、最近では CONTRAIL による世界主要都市上空の二酸化炭素の鉛直

分布解析から、都市の二酸化炭素排出の影響を明瞭に見出し、都市の二酸化炭

素排出の監視に民間航空機観測が有用であることを示した[業績 12] ． 

これらの成果は、大気科学の発展に大きく貢献していると評価される．以上

の理由により，日本気象学会は梅澤拓氏に 2020年度正野賞を贈呈するもので

ある． 
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2020 年度正野賞の受賞者決まる 

 

受賞者：川瀬宏明（気象研究所）  

研究業績：領域気候モデルを用いた日本の地域気候変化予測に関す

る研究  

選定理由：豪雨や豪雪，猛暑などの極端現象に対する地球温暖化の影

響を評価することは，科学的にも社会的にも関心の高い重要な研

究テーマである .温暖化に伴う気候変動を地球規模で理解するた

めには，地球全体を計算対象とする全球気候モデルが用いられる .

一方，地域の詳細な気候を評価するためには，より空間分解能の

高い領域気候モデルによるシミュレーションが不可欠である .川

瀬宏明氏は，領域気候モデルを用いた多様なシミュレーションに

基づき，実際に起こった極端現象に対する地球温暖化の影響，及

び今後予測されている温暖化が進行した際の影響を定量的に評価

し，多くの研究業績を挙げた .  

  川瀬氏は，文部科学省統合的気候モデル高度化研究プログラム

において，自らも作成に携わった「地球温暖化対策に資するアン

サンブル気候予測データベース (d4PDF)」の水平 20km 解像度領

域気候モデルシミュレーション結果をいち早く解析し，日本及び

その周辺地域における極端降雪の将来変化予測の研究を実施した

[業績 1].その結果，北陸地方の内陸では地球温暖化に伴い総降雪

量は減少する一方，10 年に１度発生するような極端な日降雪量は

増加することを明らかにした .その要因として，日本海寒帯気団収

束帯や地形に伴う対流活動の強化を指摘した .さらに川瀬氏は，力

学的ダウンスケーリングにより d4PDF の結果を 5km，1km まで

高解像度化した領域気候モデルシミュレーションを実施し，より

詳細な降雪・積雪の現在再現及び将来予測を実施した [業績 2,3].そ

の結果，北アルプス等の標高の高い地域では，地球温暖化の進行

に伴い，厳冬期に多雪年は雪が増える一方，少雪年では減少し，雪

の降り方がより極端化することを明らかにした .また，温暖化が進

行した将来の日本の冬季降水量に関して，季節風の変化と低気圧

活動の変化との関連が深い一方，低気圧活動の変化は実験間でば

らつきが大きいことを示した [業績 4]．上記に加えて，川瀬氏は，

北アルプス等の現地での研究者と協力して積雪の観測を継続的に

行っており [業績 5, 6]，数値計算による研究と観測研究を繋ぐ努力

をしている .また，全球気候モデルを用いた研究も実施しており [業

績 7, 8]，全球および領域気候モデルそれぞれの特性を理解し ,全球

と領域を繋ぐ研究を主導している .  

  さらに川瀬氏は，d4PDF の 60km 解像度全球気候モデルの非温

暖化実験データを 20km解像度にダウンスケーリングした結果を，

現実条件の実験結果と比べ，これまでの温暖化が日本の豪雨頻度
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に及ぼした影響を評価した [業績 9].その結果，これまでの温暖化

による極端降水の増加率には地域分布があり，九州では西部で増

加率が大きく，一方の九州東部では小さいことを示した .さらに，

全球気候モデル結果を基にその背景となる循環場を評価すること

で，極端降水の変化率が異なる要因が，豪雨をもたらすメカニズ

ムの違いによることを突き止めた .また，特定の極端現象を対象と

して地球温暖化が及ぼす影響を評価するイベントアトリビューシ

ョン研究では，平成 30 年 7 月の猛暑や，平成 30 年 7 月豪雨 [業績

10]に対する地球温暖化の寄与を評価した .平成 30 年 7 月豪雨に対

しては，近年の気温上昇で平均 6.7%程度降水量が増加したことを

指摘する一方，大気の安定度も変化するために，単純な気温と水

蒸気量の関係（クラウジウス・クラペイロンの関係）では決まらな

いことも指摘した .また，川瀬氏は，擬似温暖化ダウンスケーリン

グ手法をさまざまな事例に応用し，その有用性及び発展性を示し

た [業績 11, 12]. 

川瀬氏が作成に携わった地域気候予測データは，気象分野のみ

ならず，土木，生態系等の分野で利用されている .特に，文部科学

省気候変動適応技術社会実装プログラム（SI-CAT）及び前身の気

候変動適応研究推進プログラム（RECCA）の枠組みにおいて，自

治体の気候変動適応計画の策定のために，地域気候変動予測の結

果及び科学的知見を提供し，実際の現場で利用され始めている .川

瀬氏の研究はこれら応用分野の研究者に高く評価されており，ま

た地球温暖化に伴う気候変動予測に対する一般社会への貢献も顕

著である．  

以上の川瀬氏の多方面に及ぶ研究は，国内外の研究者に高く評

価されている。以上の理由により，日本気象学会は川瀬宏明氏に

2020 年度正野賞を贈呈するものである．  
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